































































































　　　　　　k＝1　　　　　　　　　　　k＝l　　　　　　　　　en－l　　 　　　　　　 　　 　　　　eT十1　　 en－1
となる．
6．4　部分積分法
　次に，部分積分の計算
　　　　　　　　　　　　f。1xeXdU－［x・・］6－』1魚　（・）
を区分求積法で表し，観察する．
　　　　　　　　　　　　k　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　κk＝一，　k＝0，1，2，・一，n，　△x＝Xk－Xk＿1＝－
　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
とおくとXo＝0，　x．＝1であり，与式の左辺は，
　　　　　　　　　　　　　　f・’x・”dU一撫沙凸
であるが，左辺において
　　　　　　　　　　　　　　　　　xeX＝X（eX）ノ
と考えることは，区分求積においては
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xk＿　　Xk－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　Xk　L　　　　　　　 Xk e　一τXk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　Xk＿　　Xk－］
と考えることに相当するので・極限無二叛量zXx　easべることにする・
n→・・とする段階でこれが先の極限と一致することを厳密に見ておこう．
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　　　　　　か午戯一か≒嵩一慮幽1〒f÷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　π　　　　　　　　　n
　　　　　　　　　　　　　　－（抑・←七）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
であり，関数eXのκ＝0における微分係数の定義により
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿⊥en－l
　　　　　　　　　　　　　　　lime　n　　 　　　　＝1
　　　　　　　　　　　　　　　n→。。　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
であることから，
　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　Xk＿　Xk－コ　　　　　　　　f。’・・”dU一撫属・♂砒一撫昂θ濫dr
が成り立つ．
　さて，この和の各項を調べると，
　　　　　　　Xk＿　　Xk－1　　　　　　・〆蚕dr－Xk（eXk－eXk－1）－x・eXk－x・－leXk”1－（x・一・・－1）eXk’t
であるから，
　　　　　　　n　　　　　Xh＿　　Xk－l　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
　　　　　　　ひ冠dr一渥（x・eXk－x・－1eXk’1）一渥（・・一・・一・）eXk－1
　　　　　　　　　　　　　　　一κ。♂－x。eX・一ΣeX・－1△x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k＝1
これから
　　　　　　　　　撫か♂諾出一［…］6一撫嵩凸
が得られた．これは先の部分積分（・）を区分求積法で表現したものである．右辺の値は
6．2（2）の要領で計算される．
6．5　まとめ
　以上の考察から，区分求積法が単に定積分の定義を直観的に表現するにとどまらず，実
際のさまざまな計算において具体的な値としての意味をもつことが見て取れる．さらに，
置換積分や部分積分という便利な公式の成り立ちを，有限の立場でしっかり把握すること
にも有益である．
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　もちろん，すべてを授業の中で行うには無理があるが，興味をもって質問に来た生徒へ
の説明などの場面で活用できる事柄ではないだろうか．極限演算に対する，有限の立場に
基づいた正しい解釈への1つの階梯になると考えられる．そういう意味で，現行の教科書
における区分求積法の扱いには，若干の改善の余地もあるかもしれない．
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